
 

 

 

2023年 10月 27日 

各 位 
 

会 社 名 

代表者名 代表取締役社長 

吉田  康 

（コード番号 ２２０８ 東証スタンダード） 

問合せ先 代表取締役専務  

山﨑 幸治 

（ＴＥＬ．０２５７－２３－２３３３） 

 

2024年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2023年４月 28日に公表した 2024年３月期第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年９月 30日）の業績

予想と本日公表の実績値との差異に関し下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
 

１．2024年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値との差異（2023 年４月１日～2023 年９月 30日）  

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 45,000 300 400 300 12円 49銭 

今回実績値 （Ｂ） 46,162 323 647 458 19円 10銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,162 23 247 158  

増減率（％） 2.6 7.7 61.8 52.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2023年３月期第２四半期） 42,920 △275 219 122 5円 12銭 

 

２．差異が生じた理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、チョコレート品目やキャンデー品目に加え、ファミリーサイ

ズ商品群や「プチ」シリーズなどが順調に推移したことから売上高は前回予想を上回りました。 

利益面では、原材料ならびにエネルギー価格上昇の影響による売上原価の増加があったものの、生産性向上とコ

ストの削減、経費の効率的な使用や商品出荷価格の改定および規格変更等を実施し適正利益の確保に努めたことな

どから、営業利益は前回予想並みとなりました。また、為替差益や投資有価証券売却益により経常利益および親会

社株主に帰属する四半期純利益は、前回予想値を上回りました。 

なお、通期の業績予想につきましては、2023年４月 28日公表の予想数値から変更はありません。 

 
 
 
 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


